
やや特異といえます。伊勢に向か

う前の斎王が潔斎を行なう場所と

しての性格を反映しているのかも

しれません。

右京六条一坊五町の邸宅　９世

紀中頃の邸宅です。建物群は大き

く南北２つに分かれ、北半部は雑

舎群、南半部が邸宅の主要建物群

と考えられています。南半部の建

物群には正殿と後殿、その左右に

は規模の大きな脇殿が配置されて

います。このうちいくつかの建物

は廊で連結され、建物から他の建

物へ直接往来できるようになって

います。建物の配置や建物が廊で

繋がれる点などは寝殿造に近いも

のを感じさせますが、この邸宅に

は池を中心とした庭園は確認でき

ませんでした。

寝殿造の成立へ　これまでみて

きたように、９世紀代の邸宅には

寝殿造はいつごろ成立したので

しょうか。

ここでは、近年その調査例が増

え様相が明らかになりつつある平

安時代前期（９世紀代）の右京域

の邸宅遺跡からその答えを探って

みたいと思います。

右京一条三坊九町の邸宅　９世

紀初頭の邸宅で、九町の中央北半

に正殿と後殿、その左右に脇殿を

配置しています。建物群の南側に

は四脚門があります。各建物は左

右対称の配置になっています。主

要建物と門の間には、庭園の存在

を思わせる遺構は検出されていま

せん。　

右京三条一坊六町の邸宅　出土

した墨書土器から藤
ふじわらのよしみ

原良相（813

～ 867 年）の邸宅であることが明

らかとなっています。六町の北半

部には東西に２つの池があり、溝

によって繋がっています。西の池

の方が規模が大きく、汀には洲浜

も作られています。建物は数棟が

検出されていますが、それほど規

模の大きなものはなく、おもな建

物は調査の行なわれていない六町

の南半部、西側の池の周辺に存在

したと考えられます。

右京三条二坊十六町の邸宅　出

土した墨書土器から９世紀後半の

斎
さいくう

宮邸であることが明らかになっ

ています。十六町の北半部に主要

な建物群と３つの池が配置されて

います。池の周辺には同規模の建

物が数棟存在します。正殿を思わ

せるような南面する規模の大きな

建物がなく、邸宅遺跡としては、

平安貴族の邸宅というと、寝殿

造を思い起こされる方が多いので

はないでしょうか。１町域（約

1.4ha）の広大な敷地に、正殿であ

る寝殿と背後に後殿、正殿の左右

には対屋などの建物が整然と配置

され、各建物間は廊によって繋が

れることにより地面に降りること

無く往来ができる。また、正殿の

前面には池を中心とした庭園が広

がり、ここで貴族たちが様々な儀

式を優雅に行なったというのが一

般的な寝殿造のイメージでしょう。

このような寝殿造の姿は、貴族

の日記などの文献史料から江戸時

代以来の研究によって復元された

もので、代表例としては藤原北家

の氏長者の邸宅である東三条殿が

あげられます。さて、このような

寝殿造の要素をそれぞれに持つも

のはあってもすべてを備えるもの

はありません。建物が独立するも

のや廊で繋がるもの、池を中心と

した庭園の有無など様々です。

庭園遺構は、平城京の貴族邸宅

ではほとんど検出例はなく、平安
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京でも９世紀の前半まではその数

は極めて少なく、天皇の京内離宮

などに限定されています。平安京

の庭園遺構は９世紀の中頃から増

加していきます。湧水の多い京都

の地形を活かしたことも関係する

のでしょう。しかし、寝殿造の建

物配置に最も近い９世紀中頃の右

京六条一坊五町では、池は存在せ

ず寝殿造は成立していません。９

世紀の右京の邸宅遺跡は、寝殿造

成立前夜の様相を示しています。

代々、平安京に住む貴族たちが

自らの都市文化を育み、寝殿造と

いう建物と庭園が一体化する住宅

様式を成立させるのは 10 世紀以降

のようです。その舞台は、10 世紀

以降に衰退する右京ではなく、藤

原家を頂点とする摂関政治が行な

われた左京となります。この時期

は摂関家を頂点とする貴族社会が

成熟する時期と重なります。貴族

たちの私邸での生活様式が定型化

していき、寝殿造という邸宅のス

タイルも確立したのでしょう。

 （南　孝雄）
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平安時代前期の１町規模邸宅

右京三条二坊十六町の邸宅と園池


